
  【申請書の記載要領】
 

  
  【申請に必要なもの】 
１自動車臨時運行許可申請書（申請窓口にあります。ホームページからダウンロードもできます。） 
２自動車損害賠償責任保険証明書又は自動車損害賠償責任共済証明書の原本 
３自動車検査証などの自動車の形状や車台番号が確認できる書類の原本（原則として原本の提示を求めますが、写しに「原本と相違ない」旨の記載がされた書類でも受付できます。また、電子車検証の場合

は、「自動車検査証記録事項」を出力したものをお持ちください。） 
４窓口に来た人の本人確認書類（窓口に来た人の住所・氏名が確認できるもの） 
５手数料１件７５０円 

  
  

  
  

  

許可を受ける方は、申請人欄を必ず記載してください。 会社名での申請等、 申請人と窓口に来た人が異なる場合は、   
『番号標受領者欄』も記載してください。   

車名は通称名ではなく、正規の名称（検査証等 
車名欄のもの）を 記載してください 。   
（例）トヨタ、ニッサン、三菱、ホンダ等   
「運行の目的」は、 該当番号に一つだけ ○印を 
つけてください。『４   その他』の場合は、（   ） 
内に具体的に記載 してください。   
目的を達成するために必要な 最短経路 で、 
出発地、目的地及び主要経由地を記載 し   
て ください。   
※ 同一市内の場合は 、   

×   焼津市→焼津市   
○   焼津市本町→焼津市宗高   

運行の目的、経路から判断して５日を限度と 
して必要最小日数（予備日は含めることはで 
きません）を記載してください。   
具体的な運行の経路や目的（修理内容や修理 
業者、販売先など）を聞き取りする場合があり 
ます。   
また、 運行 期間は自賠責の保険期間であるこ 
とが必要です。なお、 保険期間の最終日は番号 
標の貸出しはできません。（自賠責保険が正午 
で切れるため）   

車名・形状・車台番号は検査証等の車体確認書面を確認し 
て記載してください。   
『６   その他』の場合は、（   ）内に検査証上の車体の形状 
を 記載 してください。   

自動車損害賠償責任保険（共済）証明書の 
原本を確認して記載してください。 

申請当日の年月日を 
記載してください。   


